




重要事項の掲示について、印刷した運営規程、重要事項説明書、利用契約書などをファイ
ルに綴り、設置しておくこと等で掲示に代えることが出来るようになっています。



避難、救出その他の訓練の実施に当たって「できるだけ地域住民の参加が得られるよう努
めること」とされました。

日頃から地域住民との密接な連携体制を確保するなど、訓練の実施に協力を得られる体制
づくりに努めてください。また、訓練の実施に当たっては、消防関係者の参加を促し、具体
的な指示を仰ぐなど、より実効性のあるものとしてください。





～ハラスメントを防止するための方針の明確化等のため講ずべき措置～

①事業者が講ずべき措置の具体的内容については、ア・イを参考にしてください。



～ハラスメントを防止するための方針の明確化等のため講ずべき措置～

②事業者が講じることが望ましい取組例については、ア・イ・ウを参考にしてください。



虐待防止のために講ずべき措置は記載のとおりです。

詳細については資料３をご覧ください。



身体拘束等の適正化を図るために講ずべき措置は記載のとおりです。

詳細は資料３をご覧ください。



感染症の予防及びまん延の防止のために講ずべき措置は①から③となります。



～感染症の予防及びまん延の防止のために講ずべき措置～

①から③の内容・頻度については記載のとおりです。
②③については、厚生労働省「障害福祉サービス施設・事業所職員のための感染対策マニュアル」
もご参照ください。

委員会の開催、研修及び訓練について、「定期的」な回数が下記のとおりサービス等ごとに異なり
ますのでご注意ください。
居宅介護系・就労定着支援・自立生活援助・相談系
※①・・・おおむね６カ月に１回 ※③・・・年に１回
通所系（障害者・障害児）・住居系・施設入所支援
※①・・・おおむね３カ月に１回 ※③・・・年に２回



業務継続計画の策定及び計画に従い講ずべき措置は記載のとおりです。



～業務継続計画の策定及び計画に従い講ずべき措置～

業務継続計画に記載すべき事項です。



～業務継続計画の策定及び計画に従い講ずべき措置～

研修及び訓練の実施について記載のとおりです。

研修及び訓練について、「定期的」な回数が下記のとおりサービス等ごとに異なりますのでご注意
ください。
施設入所支援・・・年２回
施設入所支援以外・・・年１回



福祉・介護職員処遇改善加算（Ⅳ）（Ⅴ）並びに処遇改善特別加算は、より上位の区分の
算定が進んでいることを踏まえ、廃止されることとなりました。今後は、キャリアパス
要件及び職場環境等要件を整備し、加算の算定による従業員の継続的な処遇の改善を目指し
てください。







すでに事業者の皆様へ周知を図り、届出も行われている新型コロナウイルス感染拡大防止
等に伴う「在宅支援」について、再度、周知します。

「計画書・報告書」の提出について記載のとおりです。



～「在宅支援」について～

「緊急的に在宅支援が必要となった場合」の対応について記載のとおりです。

在宅でのサービス利用要件を満たすには、「利用者要件」及び「事業者要件」を
満たす必要があります。



～「在宅支援」について～



様式等に変更があった場合は、メールにてお知らせします。

通知があったとおり、処遇改善加算計画書は、
令和３年度から継続して算定する場合
令和４年度から新規に算定する場合
のいずれの事業者についても、令和４年４月１５日の締め切りとなります。



非常災害対策計画の策定等に関する留意事項について



～非常災害対策計画の策定等に関する留意事項について～

非常災害対策計画に盛り込む項目例について記載のとおりです（厚労省通知より）。

※実際に災害が起こった際にも利用者の安全が確保できる実効性のあるものとすることが重要です。
各事業所の状況や地域の実情を踏まえた内容としてください。



～非常災害対策計画の策定等に関する留意事項について～

非常災害対策計画の策定等に関する留意事項について記載のとおりです。




